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〈目的〉

川内町において、漁場環境保全方針を策定し、地まきホタテガイ漁業の回復を図る。

〈試験研究方法〉

1. ホタテガイの放流枚数、生産量、成長

ホタテガイの成長量を把握するため、養殖ホタテガイは2ヶ月に1回、地まきホタテガイは4ヶ月に1

回測定を行った。また、放流枚数、生産量、成長がどのように推移しているかを検討するため、過去

の調査結果を整理した。

2. 餌料環境に関する調査

餌料環境を把握するため2ヶ月に1度、クロロフィルa量を調査した。また、クロロフィ/レa量がどの

ように推移しているかを検討するために、過去の調査結果を整理した。

3. 漁場環境に関する調査

養殖漁場内の底質状況を把握するため、 11月に潜水により底質を採取して、粒度組成を求めた。ま

た、過去の調査結果を整理して、底質マップを作成した。

〈結果の概要・要約〉

1. ホタテガイの放流枚数、生産量、成長

放流方法や漁場環境が異なる可能性があるため、放流枚数と生産量の関係については、昭和51""-'63

年、平成元""-'11年に区切って比較した(図1，2)。その結果、それぞれ有意な関係が見られ、昭和51

""-'63年には放流数の増加とともに生産量が順調に伸びたが、平成元年以降は生産量の伸びが鈍くなっ

ていることが明らかになった。

成長については、昭和39""-'46年の天然員主体の漁場では 3年貝の全重量が200g前後あったが、昭和

46""-'50年の放流員漁場では136g、平成6""-'15年には100g前後とかなり成長が悪くなっていることが明

らかになった(図3)。川内地先の全漁場における9""-'10月時点のホタテガイ資源、量は、昭和39""-'41年

に943トン、平成5""-'15年に9，590トンと推定され、約10倍に増大していることから、放流による資源

量の急増がホタテガイの成長低下の一要因と考えられた。

2. 餌料環境に関する調査

クロロフィルa量は植物プランクトンのブルーミングにより 2月に高い値を示すが、それ以外の時期

は1mg/rrl以下の低い値で推移している(図4)。また、平成13年の2月には12.2mg/ばという非常に高

い値を示すなど、年によるバラツキが大きかった。

3. 漁場環境に関する調査

250μm以下の含泥率は、水深が深くなるほど高くなるが、 )11内川河口付近及び槍川沖の10""-'20m部

分で特異的に高い地点が見られた。この地点について、昭和39年及び昭和46年の調査結果と比較する

と、川内川河口付近では10""-'20%台から60%台に、槍川沖では30""-'40%台から90%台に増加しており、

底質環境が悪化しているものと考えられた。
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(主要成果の具体的なデータ〉

• y = 0.1942x -378.51 

R' = 0.6757 

7.000 

6.000 -

- 5.000 
λ 
..L 

• 制
卦t
s 
謹g
lIC 
'" 

4.000 

3.000 y = 0.3254x + 1324.8 

R' = 0.4049 

• 

8.000 

7.000 ← 

_ 6.000 

λ 
:!; 5.000 

E4000 ← 

骨1 3.000 
s 
剥 2.000
与す
円 1.000

0 

0 

..・
5.000 10.000 15.000 20.000 25.000 

放流教(万枚}

2.000 

1.000 ← 

。
。

• 

図2 川肉地先におけるホ聖子ガイ放流数

と生産量との関係(H元ーH11放涜員)
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図1 )11内地先におけるホ聖子ガイ放jjIi数

と生産量との関係(851-563放流貝)
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園3川岡地先に詣ける地ま曹ホタテガイ白金重量の維事

図5 )11肉地先におけるお0μm以下の含泥率

(今後の問題点)

さらに陸奥湾全体に成長低下は、川内地先の基礎生産量に影響を与える河川からの栄養塩供給量、

おけるホタテガイ養殖許容量との関係について、検討を行う必要がある。

ヒトデの増加による食害が大きな影響を及ぼしていると考えられるまた、資源量減少については、

ことから、効率的なヒトデ駆除と漁場管理方法の検討を行う必要がある。

(次年度の具体的計画〉

クロロフィルa量、沈降量 (POC) 調査を行う。ホタテガイの成長量、

平成15年春季のホタテガイ大量へい死の原因究明に関する室内再現試験、泥の起源に関する分析等

を実施する。

(結果の発表・活用状況等〉

地域座談会にお
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川内町漁協において中間結果報告を行った他、海面養殖高度化事業の全体協議会、

いても報告を行った。


